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                   ＜恵方巻きに丸かぶり！/ナイス・デイ＞ 

節分の日。午前中に大きな声で豆まき＆鬼退治をしました。鬼に仮装したス

タッフは、周囲を囲まれているので逃げても逃げてもお手玉攻撃をくらい最

後は降参・・・。昼食は毎年恒例となっている恵方巻きです。今年の恵方、

東北東を向いて豪快にかぶりつき！いつも以上にパクパク 

と食が進んでいました。ちなみに、この日のおやつも手作 

りの「巻きもの」（ロールケーキ）です。 

福を巻いて呑み込む。だからこそ巻物を 

食べる。縁起の良い年にしたいものです。 

≪事務所機能の拠点を新設/S・O・S≫ ≪日中の/愛宕の家≫ 

  

  

 平成２１年１月１７日、保険者（津島市）に地域密着型小規模 

多機能型居宅介護事業ナイス・ホームの休止届を提出しました。 

 開設から約１年、多様な情報や状況の中、どういうサービス提供 

を提案したら良いのか等、小規模ならではの解決策や対応策等を求 

め、津島市の担当の方や他の小規模事業所の方々と相談したり、各 

地域で開催される研修会に参加して全国各地の情報をかき集めてみたり・・・、また、家族や地域

の方々・医療機関・他事業所等との連携を取り、それなりの関係が出来てきた時期でした。 

登録者も増え、“地域密着・小規模・多機能”であることの意義を実感すればするほど、関係した

皆様方にご期待いただきながらもそれに応え続けることが出来なくなってしまったことを申し訳な

く思います。小規模多機能と言う制度の柔軟さがあるが故に、気付かないうちに関わりすぎてしま

う部分もあり、職員自ら、知力・体力・精神力が限界になってしまう状況を作り上げてしまってい

たことも原因のひとつでした。 

住み慣れた地域（自宅）でできる限り安心して過ごせるように・・・という目的を掲げ開設した

はずが、実際に利用登録されていた方には要介護３・４・５の重度の認知症や身体障害を持つ方が

多く、自宅で過ごす事のほうが少ないような状況でした。また、条件さえ満たせば期限なく泊まり

が利用できるという風評で、施設待ちの方の受入に関する問い合わせも多くありました。 

ナイス・ホームを再開できる時には、小規模多機能型居宅介護の制度を正しく周知し、この地域

で、制度本来の目的を果たせるよう、適正な関わりを持てる事業所になりたいと考えています。 

 ≪思い込み/ナイス・ケア≫ ≪作成中/ナイス・デイ≫ 昨年の１２月から工事が始まっています。用途は事務所。現在は事務所建物が敷

地の一番奥にあり、（来訪された方はお分かりと思いますが）『事務所は何

処？？？？』というような感じで見られてしまう建物なんです。今まで多様な事業を

展開してきたのに、全ての手続きを行うための 『事 

務所は何処？』 ではいかんです！！大きな出費には 

なるけれど、来訪される方に極力不便を掛けないよう 

に、また、落着いた環境を作り、効率の良い事務作業 

が出来るように。そして、事務所の２階は、自社研修会 

などを開催可能な場所として使用する予定です。 

 

≪散歩？徘徊？/ナイス・デイ≫ ≪紹介先／つしま紹介所≫ 

 

８８歳のWさんの膝につかま

り立ちしているのは１月に１

歳の誕生日を迎えたばかり

の子。「まだ歩かんのかね。

早くあ・る・け～」と笑みを含

んだ話しかけが見られまし

た。日頃の様子を考えると、

やっぱり多世代交流だから

こその言葉掛けだなぁと感

心。でも、もう少し大きくなっ

たらお兄ちゃん達のように

「うるさい！！」って怒られる

ようになっちゃうんだよね。 

訪問介護のスタッフ

は、一日に４件～９ 

件のお宅を訪問す 

ることが多く、訪問 

先と訪問先の合間

に事務所へ立寄ります。その訪問スタッフ

同士が情報を交換するのは大変なこと。

先日、事務所で伝言を読み、その件で利

用者さんに話しかけた際に怪訝な反応を

されました。事務所に戻り、再度確認して

みると、思い込み間違いだと判明。さっそ

く 利 用 者 さ ん に 連 絡 を 行 い ま し た

が・・・・・。伝言をする側は、自分自身の価

値観や感情で記録を残し、その伝言を受

け取る側は受け取る側の価値観や感情で

考えてしまいます。またもや日本語の難し

さを痛感しています。 

紹介所では家政婦と利用者さんとの橋渡しを行います。家政

婦さんの求人者には、病人の介護・家事一般を求める方が多

く、最近では、利用される方が独居や同居家族が日中不在な

ど、介護保険では賄えない部分に家政婦さんを求められま

す。家政婦さんは、求人者と家政婦さんの間で契約を行うた

め、特に制約も受けず、介護保険では利用の難しい同居家族

の分の洗濯なども提供できます。ただし、全額自費利用。高

いのか安いのか、それは求人者の価値観次第。 

≪つるし雛/愛宕の家≫ ≪退職・採用・移動・育児休暇/S・O・S≫  ≪編集後記≫ 

誤嚥性の肺炎で入院し一ヶ月ぶりに愛宕の家に帰ってこられた K さん。少しずつ体

力が回復し、ベットから起きていられる時間も長くなってきています。ご家族が来訪

されるときは特に嬉しそう。この日は、奥さんがひ孫さん 

のために作った「つるし雛」を見せに来てくれました。 

『ひ孫にプレゼントする前に主人にも見てもらいたくてね』 

と照れくさそうに話してくれました。ひ孫ちゃんのことを思い 

出し懐かしそうでした。体調が安定したら以前のように家族 

の皆さんで談笑する時間を持てるようになりますよ♪♪ 

退職した職員（介護・看護）がいるから、新しい職員（介護・看護・事務・総

務）もいる。個々の事情があり、やむなく退職を選んだ人には「機会があ

ればまた一緒に働きましょう。」と伝えています。 

先日は、現在育休中のスタッフが子供達を連れ 

て遊びに来ました。『もう帰るよ！』と言われても 

『しごとしとっていいよ。』と返され、泣く泣く生後 

約２ヶ月の女の子を事務所に預け他の子供たち 

も引きつれ遊びに行きましたとさ。お疲れ様。 

まだまだ若いつもりの私・・・「身体もしっかり動くわ」と思って

いた矢先、突然お尻の付け根に痛みが走りました。坐骨神経

痛ですって。幸い症状は軽く大事には至らず、その後は何事

もないのが幸いです。介護に携わる人の中で、腰痛や肩こり

の悩みを持つ人は少なくありません。良い介護を続けるに

は、介護する側が心も身体も元気であることが大切。でも、疲

れているときに、声を掛けてもらえたときは“しまった、見抜か

れた”と思うけど、ちょっと嬉しかったりもして、複雑です。（Ｍ） 

陽気が良くなったからか、外に出ようとされる

行為がちょくちょく見られ、その度に職員がお

付き合いしています。一日に何回も、近くの川

まで、隣の畑まで。時と場合に応じてしばらく

歩き続けることもあります。そんな時、デイのフ

ロアに居る方達に関わる職員が一人少なくな

ってしまいます。できる限り外に出なくても落着

いて過ごせる場所作りを目指したいと考えま

すが中々・・。 

 

今年は、誕生日を迎える利用者さ

んに写真を貼った手作り誕生日カ

ードをプレゼントしています。今月、

誕生日の N さんのために事務所で

カードを作成中。写真を選び、貼り

付け、飾りつけ・・・利用者さんの喜

ぶ顔を思い浮かべながらの作業。

プレゼントされたカードを家族の方

にも見ていただいて、日頃の様子 

を感じていただけると幸いです。 

鬼は外～ 

いたぁ～い 

 


